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【
介
護
保
険
制
度
の
改

正
】平

成
２６
年
６
月
１８
日

「
地
域
に
お
け
る
医
療

及
び
介
護
の
総
合
的
な

確
保
を
推
進
す
る
た
め

の
関
係
法
律
の
整
備
等

に
関
す
る
法
律
」
が
可

決
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の

法
律
は
、
持
続
可
能
な

社
会
保
障
制
度
の
確
立

を
図
る
た
め
、
効
率
的

か
つ
質
の
高
い
医
療
提

供
体
制
を
構
築
す
る
と

と
も
に
、
地
域
包
括
ケ

ア
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す

る
こ
と
を
通
じ
、
地
域

に
お
け
る
医
療
及
び
介

護
の
総
合
的
な
確
保
を

推
進
し
て
い
こ
う
と
す

る
も
の
で
す
。
そ
の
中

で
介
護
保
険
法
も
改
正

さ
れ
て
い
ま
す
。

介
護
保
険
制
度
は
２

０
０
０
年（
平
成
１２
年
）

４
月
に
ス
タ
ー
ト
し
１５

年
が
経
過
し
よ
う
と
し

て
い
ま
す
。
こ
の
間
急

速
に
高
齢
化
が
進
展
し

て
お
り
、
６５
歳
以
上
の

第
１
号
被
保
険
者
数
は

ス
タ
ー
ト
時
の
平
成
１２

年
４
月
で
は
全
国
で

２
、
１
６
５
万
人
で
あ

っ
た
も
の
が
、
平
成
２５

年
４
月
に
は
３
、
１
０

３
万
人
と
４３
％
の
増
と

な
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、

こ
の
う
ち
介
護
保
険
サ

ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
た

め
に
要
介
護（
要
支
援
）

の
認
定
を
受
け
て
お
ら

れ
る
被
保
険
者
数
は
平

成
１２
年
４
月
２
１
８
万

人
か
ら
平
成
２５
年
４
月

に
は
５
６
４
万
人
と
約

２
・
５９
倍
の
増
加
と
な

っ
て
い
ま
す
。
そ
の
一

方
で
介
護
保
険
に
要
す

る
費
用
も
急
激
に
増
加

し
、
平
成
１２
年
に
３
・

６
兆
円
で
あ
っ
た
費
用

が
平
成
２６
年
度
予
算
で

は
１０
兆
円
に
ま
で
増
加

し
て
い
ま
す
。
今
後
も

高
齢
化
は
進
展
し
、
団

塊
の
世
代
が
７５
歳
を
迎

え
る
平
成
３７
年
に
は
、

６５
歳
以
上
の
高
齢
者
は

３
、６
５
７
万
人（
全
人

口
の
３０
・
３
％
）、そ
の

う
ち
介
護
を
必
要
と
す

る
状
態
に
な
る
人
の
割

合
が
増
加
す
る
７５
歳
以

上
の
高
齢
者
は
２
、
１

７
９
万
人
（
全
人
口
の

１８
・
１
％
）
に
な
る
と

推
計
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
お
よ
そ
３
人
に

１
人
が
６５
歳
以
上
、
５

人
に
１
人
が
７５
歳
以
上

の
社
会
に
な
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
ま
た
、
高

齢
化
の
進
展
に
合
わ
せ

て
、
認
知
症
の
高
齢
者

も
増
え
て
い
く
こ
と
が

予
想
さ
れ
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の

中
、
今
回
の
介
護
保
険

法
の
改
正
で
は
、
団
塊

の
世
代
が
７５
歳
以
上
と

な
る
２
０
２
５
年
（
平

成
３７
年
）
を
め
ど
に
、

重
度
な
要
介
護
状
態
と

な
っ
て
も
住
み
慣
れ
た

地
域
で
自
分
ら
し
い
暮

ら
し
を
人
生
の
最
後
ま

で
続
け
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
、
医
療
、
介
護
、

予
防
、
住
ま
い
、
生
活

支
援
が
一
体
的
に
提
供

さ
れ
る
地
域
包
括
ケ
ア

シ
ス
テ
ム
の
構
築
と
介

護
保
険
制
度
の
持
続
可

能
性
の
確
保
の
た
め
の

見
直
し
が
盛
り
込
ま
れ

て
お
り
ま
す
。

【
大
阪
市
の
高
齢
者
の

状
況
】

で
は
大
阪
市
の
高
齢

者
の
状
況
は
ど
う
で
し

ょ
う
か
。
本
市
の
６５
歳

以
上
の
高
齢
者
は
平
成

１２
年
度
末
の
４５
・
８
万

人
か
ら
平
成
２４
度
末
６２

・
３
万
人
と
１２
年
で
３６

％
増
加
し
、
高
齢
化
率

も
１７
・
６
％
か
ら
２３
・

３
％
に
増
加
し
て
い
ま

す
。
大
阪
市
全
体
の
人

口
は
平
成
２５
年
以
降
減

少
傾
向
に
あ
り
団
塊
の

世
代
が
７５
歳
を
迎
え
る

平
成
３７
年
で
は
平
成
２５

年
の
２
６
６
万
人
か
ら

約
１１
万
人
減
少
し
、
約

２
５
５
万
人
と
推
計
さ

れ
て
い
ま
す
。
し
か
し

な
が
ら
高
齢
者
人
口

は
、
平
成
３２
年
で
は
６９

・
３
万
人
と
な
り
、
平

成
３７
年
は
ほ
ぼ
横
ば
い

の
６８
・
３
万
人
と
推
計

さ
れ
て
お
り
、
高
齢
化

率
は
平
成
３２
年
が
２６
・

５
％
、
平
成
３７
年
が
２６

・
７
％
と
上
昇
し
て
お

り
ま
す
。
特
に
７５
歳
以

上
の
高
齢
者
の
方
は
平

成
２４
年
で
は
２９
・
９
万

人
で
あ
っ
た
の
が
、
平

成
３２
年
は
３６
・
５
万

人
、
平
成
３７
年
は
４１
万

人
と
大
幅
な
増
加
と
な

っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

本
市
の
高
齢
者
世
帯
の

特
徴
と
し
て
、
一
人
暮

ら
し
の
高
齢
者
の
方
の

割
合
が
高
く
、
平
成
２２

の
国
勢
調
査
で
は
、
高

齢
者
の
方
が
い
る
世
帯

の
う
ち
４１
・
１
％
が
一

人
暮
ら
し
の
世
帯
と
な

っ
て
お
り
、
全
国
平
均

の
２４
・
８
％
に
比
べ
る

と
非
常
に
高
い
割
合
と

な
っ
て
い
ま
す
。

次
に
要
介
護
（
要
支

援
）
の
認
定
者
数
で
す

が
、
平
成
１２
年
度
末
の

５
・
２
万
人
か
ら
平
成

２４
年
度
に
は
１４
・
３
万

人
と
１２
年
間
で
約
２
・

７５
倍
と
な
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
要
介
護
認

定
率
（
６５
歳
以
上
被
保

険
者
に
占
め
る
要
介
護

認
定
者
数
の
割
合
）は
、

平
成
１２
年
の
１１
・
４
％

か
ら
平
成
２４
年
は
２３
・

０
％
と
約
２
・
２
倍
の

増
加
と
な
っ
て
お
り
、

団
塊
の
世
代
が
７５
歳
と

な
る
平
成
３７
年
に
は
認

定
者
数
が
２２
・
５
万

人
、
認
定
率
は
３２
・
９

％
と
推
計
し
て
い
ま

す
。
本
市
の
要
介
護
認

定
率
は
、
全
国
平
均
を

大
幅
に
上
回
り
、
平
成

２４
年
で
は
全
国
の
１８
・

１
％
に
比
べ
４
・
９
ポ

イ
ン
ト
高
く
な
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
要
因
の
一

つ
と
し
て
は
、
本
市
で

は
一
人
暮
ら
し
高
齢
者

の
割
合
が
多
く
、
家
族

の
支
え
も
な
く
何
か
と

不
安
も
多
く
な
り
、
介

護
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら

れ
る
方
が
多
く
な
る
こ

と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

【
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス

テ
ム
の
構
築
に
向
け
て
】

こ
れ
ま
で
介
護
保
険

制
度
の
改
正
と
大
阪
市

の
高
齢
者
の
状
況
に
つ

い
て
は
前
述
の
と
お
り

で
す
が
、
こ
れ
ら
の
状

況
を
踏
ま
え
、
今
後
、

大
阪
市
と
し
て
高
齢
者

施
策
を
ど
の
よ
う
に
進

め
て
い
く
の
か
と
い
う

こ
と
が
重
要
と
な
り
ま

す
。
今
後
の
高
齢
者
施

策
の
方
向
性
に
つ
い
て

は
、
現
在
策
定
中
の
第

６
期
の
「
高
齢
者
保
健

福
祉
計
画
・
介
護
保
険

事
業
計
画
」
に
盛
り
込

む
こ
と
と
な
り
ま
す

が
、
そ
の
基
本
的
な
方

向
性
に
つ
い
て
紹
介
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

基
本
方
針
と
し
ま
し

て
は
、
平
成
３７
年
（
２

０
２
５
）
に
向
け
地
域

包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
を

構
築
す
る
こ
と
、
つ
ま

り
、
高
齢
者
も
他
の
世

代
と
と
も
に
社
会
を
支

え
て
い
く
と
い
う
考
え

方
に
基
づ
き
、
高
齢
者

一
人
ひ
と
り
が
住
み
慣

れ
た
地
域
で
自
立
し
た

生
活
を
安
心
し
て
営

み
、
健
康
で
い
き
い
き

と
豊
か
に
尊
厳
を
も
っ

て
暮
ら
せ
る
社
会
の
実

現
を
目
指
す
。
そ
の
た

め
、
今
後
１０
年
を
か
け

て
、
医
療
・
介
護
・
予

防
・
住
ま
い
及
び
自
立

し
た
日
常
生
活
の
支
援

が
包
括
的
に
確
保
さ
れ

る
体
制
（
地
域
包
括
ケ

ア
シ
ス
テ
ム
）
の
構
築

を
目
指
し
て
い
く
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。

こ
の
地
域
包
括
ケ
ア

シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る

た
め
、今
後
、地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
の
運
営

の
充
実
や
認
知
症
の
方

へ
の
支
援
、介
護
予
防
・

健
康
づ
く
り
の
取
り
組

み
、
介
護
保
険
サ
ー
ビ

ス
の
充
実
な
ど
の
具
体

的
な
施
策
に
取
り
組
ん

で
い
く
こ
と
と
し
て
い

ま
す
。
大
切
な
の
は
、

個
々
の
事
業
の
充
実
も

さ
る
こ
と
な
が
ら
、
い

か
に
し
て
地
域
で
の
連

携
の
力
、
関
係
性
を
高

め
て
い
く
か
と
い
う
こ

と
が
大
事
で
あ
る
と
思

っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た

め
に
も
、
今
後
ま
す
ま

す
地
域
福
祉
活
動
を
活

発
に
し
て
い
く
か
と
い

う
こ
と
が
問
わ
れ
て
く

る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

最
後
に
、
こ
れ
か
ら

の
長
寿
社
会
に
向
け
て

は
、
高
齢
者
の
方
が
地

域
社
会
の
中
で
積
極
的

に
活
動
さ
れ
、
生
き
が

い
を
も
っ
て
生
活
で
き

る
こ
と
が
ま
す
ま
す
重

要
で
あ
り
、
老
人
ク
ラ

ブ
の
果
た
す
役
割
が
ま

す
ま
す
大
き
く
な
っ
て

ま
い
り
ま
す
。
老
人
ク

ラ
ブ
活
動
は
こ
れ
ま
で

も
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で

様
々
な
活
動
を
展
開
さ

れ
地
域
活
動
に
貢
献
さ

れ
て
き
ま
し
た
が
、
引

き
続
き
地
域
づ
く
り
の

新
し
い
担
い
手
と
し
て

一
層
の
取
り
組
み
、
ご

活
躍
を
期
待
い
た
し
ま

す
。

友
愛
募
金
運
動
推
進
第
３
回
大
老
連
カ
ラ
オ
ケ
大
会
が
、
１
月
２７
日（
火
）、
大
阪
市
阿
倍
野
区
の
市
立
阿
倍

野
区
民
セ
ン
タ
ー
大
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
延
べ
８
０
０
人
の
参
加
者
を
集
め
て
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

大
老
連
カ
ラ
オ
ケ
大
会
は
、
老
人
ク
ラ
ブ
の
会
員
が
カ
ラ
オ
ケ
を
通
じ
て
心
と
か
ら
だ
の
健
康
づ
く
り
を
す

す
め
る
と
と
も
に
、
会
員
相
互
の
親
睦
を
深
め
、
生
活
を
豊
か
に
す
る
楽
し
い
ク
ラ
ブ
活
動
と
し
て
生
き
が
い

の
高
揚
に
寄
与
す
る
こ
と
と
併
せ
て
、
今
日
的
な
状
況
の
中
で
の
友
愛
活
動
の
一
層
の
推
進
を
図
る
た
め
、
友

愛
募
金
運
動
推
進
事
業
と
し
て
位
置
づ
け
て
実
施
し
て
い
る
も
の
で
す
。

開会あいさつをする中理事長

午
前
１１
時
３０
分
、
大

会
実
行
委
員
長
の
松
本

泰
輔
厚
生
文
化
部
会
長

の
司
会
で
開
会
式
が
始

ま
り
、
ま
ず
、
大
会
会

長
の
中
保
昌
理
事
長
か

ら
「
カ
ラ
オ
ケ
は
声
を

出
す
と
い
う
こ
と
で
は

健
康
づ
く
り
に
役
立
つ

こ
と
は
も
と
よ
り
、
会

員
の
加
入
促
進
に
も
繋

が
る
事
業
で
も
あ
り
、

本
日
の
大
会
は
何
よ
り

会
員
の
親
睦
を
図
る
と

い
う
こ
と
が
大
き
な
目

的
で
も
あ
る
の
で
、
参

加
者
同
士
の
交
流
交
歓

も
大
い
に
図
り
な
が

ら
、
今
日
一
日
お
楽
し

み
い
た
だ
き
ま
す
よ
う

期
待
し
ま
す
」
と
の
あ

い
さ
つ
が
あ
り
、
続
い

て
、
大
阪
市
福
祉
局
高

齢
者
施
策
部
内
村
正
い

き
が
い
課
長
か
ら
「
第

３
回
目
と
な
る
カ
ラ
オ

ケ
大
会
に
お
い
て
、
出

演
者
の
皆
さ
ん
に
は
日

頃
鍛
え
た
成
果
を
十
分

に
発
揮
し
て
い
た
だ
き

ま
す
と
と
も
に
、
参
加

者
の
皆
さ
ん
に
は
親
睦

と
ふ
れ
あ
い
の
輪
を
広

げ
て
い
た
だ
き
、
今
後

と
も
地
域
で
さ
ま
ざ
ま

な
活
動
に
取
り
組
ま

れ
、
充
実
し
た
日
々
を

過
ご
さ
れ
ま
す
よ
う
お

祈
り
し
ま
す
」
と
の
祝

辞
が
あ
り
ま
し
た
。

次
に
、
審
査
員
の
紹

介
、
審
査
方
法
の
説
明

が
あ
っ
た
後
、
各
区
厚

生
文
化
部
長
の
実
行
委

員
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力

で
カ
ラ
オ
ケ
が
始
ま

り
、
前
半
、
後
半
に
分

か
れ
て
、
各
区
老
連
か

ら
２
組
ず
つ
の
総
勢
４７

組
（
１
組
欠
席
）
の
出

演
者
に
よ
る
熱
唱
が
披

露
さ
れ
ま
し
た
。
ど
の

区
老
連
の
出
演
者
も
プ

ロ
歌
手
顔
負
け
の
歌
声

と
熱
演
で
、
終
始
熱
気

と
歓
声
で
大
い
に
盛
り

上
が
り
ま
し
た
。

審
査
の
集
計
時
間
を

利
用
し
て
、
ア
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
と
し
て
前
年
度

優
勝
の
此
花
区
老
連
の

藤
木
一
子
さ
ん
か
ら
歌

「
〜
世
界
遺
産
平
泉
を

唄
う
〜
雪
の
細
道
」
が

披
露
さ
れ
る
と
、
会
場

は
華
や
い
だ
雰
囲
気
に

包
ま
れ
、
最
高
潮
に
達

し
ま
し
た
。

午
後
３
時
４５
分
か
ら

閉
会
式
が
行
わ
れ
、
成

績
発
表
、
表
彰
の
後
、

石
井
好
男
副
理
事
長
か

ら
「
カ
ラ
オ
ケ
を
通
じ

て
舞
台
と
客
席
が
一
体

と
な
っ
た
楽
し
い
大
会

と
な
り
、
皆
さ
ん
方
に

は
心
か
ら
感
謝
し
ま

す
」
と
の
閉
会
の
あ
い

さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。

最
後
に
、「
か
ん
ぽ
の

宿
」「
丸
大
食
品
」「
異

邦
人
」「
紀
陽
銀
行
」
等

の
団
体
・
企
業
協
賛
を

得
て
「
お
楽
し
み
福
引

抽
選
会
」が
行
わ
れ
、和

や
か
な
う
ち
に
楽
し
く

カ
ラ
オ
ケ
大
会
は
成
功

裡
に
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

当
日
の
出
演
者
と
来

場
者
か
ら
の
ご
寄
付
に

よ
り
「
友
愛
募
金
箱
」

に
集
ま
っ
た
募
金
の
総

額
は
、
９
万
４
９
１
４

円
で
す
。

多数の参加者で会場は熱気にあふれる

喜びの入賞者の皆さん

大阪市老人クラブ連合会では、このたび大老連の法

人事務所を、３月２３日（月）に現在の大阪市浪速区のＯ

ＣＡＴビル３階から大阪市天王寺区の大阪市立社会福

祉センター３階に移転し、新しくスタートすることに

なりました。会員の皆様方のご理解とご協力をよろし

くお願いいたします。

大
会
成
績

▽
優
勝
�
中
嶋
ト
シ

子
（
平
野
区
）「
郡
上
八

幡
お
ん
な
町
」

▽
準
優
勝
�
平
原
よ

し
子
（
阿
倍
野
区
）「
う

き
よ
川
」

▽
第
３
位
�
古
林
志

津
子
（
浪
速
区
）「
郡
上

八
幡
お
ん
な
町
」

▽
敢
闘
賞
�
足
立
末

一
（
住
之
江
区
）「
あ
ぁ

…
大
阪
」
、
金
澤
房
三

（
此
花
区
）「
峠
越
え
」

大阪市老人クラブ連合会の新法人事務所
新法人事務所の概要
平成２７年３月２３日（月）

〒５４３―００２１
大阪市天王寺区東高津町１２―１０
大阪市立社会福祉センター３階

０６―４３０４―８５５５

０６―４３０４―８５５６

０６―４３０４―８５５７

地下鉄谷町線・千日前線
「谷町九丁目」（１１番出口）徒歩１０分

近鉄線「大阪上本町」（１１番出口）徒歩３分
ＪＲ大阪環状線「鶴橋」徒歩１５分
市バス「上本町六丁目東」すぐ

区分
移転日

所在地

電話（事務局）
電話（編集室）
ＦＡＸ
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編集室０６（６６３５）３２２７

ＦＡＸ ０６（６６３５）３２２９

前
年
度
優
勝
の

藤
木
一
子
さ
ん

阿
倍
野
区
民
セ
ン
タ
ー
大
ホ
ー
ル
に

８
０
０
人
が
集
合

友愛募金運動推進
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大大老老連連のの法法人人事事務務所所をを移移転転

３３月月２２３３日日（（月月））かからら
大大阪阪市市立立社社会会福福祉祉セセンンタターーへへ

健健康康・・友友愛愛・・奉奉仕仕ををめめざざししてて
市内全会員に配布

大大
阪阪
市市
のの
高高
齢齢
者者
のの
状状
況況
とと

介介
護護
保保
険険
制制
度度
のの
改改
正正

〜
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
向
け
て
〜

全国３大運動

大
阪
市
福
祉
局
高
齢
者

施
策
部
介
護
保
険
課
長

河
野

圭
司


